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劉少奇著『共産党員の修養を論ず』の延安原邸

i l じめ，―

浪者は.-111九，台IL(/）「11<;，りにあろ 11K去行政部謀11tl,｝図

岱tiiしおいC, 延‘反時期の中JJ、:(/）文献と，u如機年こめく

[ i L - ；と(')|怒，図9,1/‘ii•’ ；名＜ O)知ら it 〗や⇔邸昧ぶ力し v‘

論文に接す〇ことかできたのである、そこで， 196がI'・ 8 

lj 1 11 ：こ劉少，＇］：•(/） I JI：産‘;，’とはのfI各氏を命ii』(/）改訂｝｝tu)・

発火されたことにlil辿して，この論文(/)「}Jj(型」を，＇ .J

t り処1足時期，一発／｀ーれーし、る•{，I)全 iい椙臥 l: そ 0）佼

(/）削除部分の部分的邦ボをここに紹介してみたい。

だ：9,，そ）し:は` ‘，r l]iiiこJ,,‘ し切えてみ，だいのft, 19似

り•とし‘うこ(/);| ・に， 9|’共はなせその内容を ';-IIの中JI、(／）

火況，こ涵合」ー，ょ，＇＼こ r,：-|！）修ー1|．とほ、一・こした I.でふに

たび発表したり）であろうかとし、うことであらこれにつ

l•‘ て， 、ドア、9, (II()w ardl、Boorman,，教授il：初liKJ’}、

来2:)年後に “Howto be a good Communist" (II論共1危

尤員IIij修貸，＇）英，べふふ-'’こぴ Ji:!，いれ1-どし、・}.::.と it, 

じ、尺東の後鑓打と 1ーとで r/) ；りI’/b,fi•(/ ）地位9 ← -’V、-‘ヽ』＇釉脳を

碓認しにもの CあらとIぃJ時に，それか1962年にふにに

び現、｝ Aしたこ 、う．こしは， 1内本的な政i,，i1『J諸J）;］とふこ

にひ嘩調して＼、ることを象徴的にンJ＜していた」 (iil)との

ぐて、‘ら・:; ~今 II ，こ至，:、そ (/1'基本11}｝諸Jh't[1ドを，‘‘

たたび強調しなければならないという現在の中共政権の

肯屎しはどり｀、う j')で”ろう／，， こ二：きi,〉八て屑I'

にふれてみたし、0

1., I: 1) I Iowa rd L. lloorm、¥11、“IIowlo l,C A Go(）（l 
Communist: the Political Ethics of Liu Shao-chi", 
▲ l ¥I9/Il S'／11, 9'y,」¥ugusI l963. 

咋什；）た＇： は青店にi'it任し二した，一八柑1]）中l11栢

民（このタームは適切な表現とはいえないが）と多少本

伽りパ “H1i且` をこころ、．9/.ここし・があ●● そ：｝）1 i 1 (/） ］ ]、

に 1 年はと 1'11] に 1公東から出 Iii して米た元I~I1共党はのワン
さん(,i0歳）、べ9ヽ＇こ か，！ i §なtfI卜共から離脱Jーるにが

つにかについては，わたくしはあまり詳しくせんさくす

るこ口をしばl,Sグ） I.ー：ナれこ,,,'』り，J,[力堺JlI)年に及ぶ党tt 
としての広東省での生活体験を語るなかで明らかにしに
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ところに上ると， 1957り(j)“反れ派1趾争＂がか 4し<l)IPJし
t) 1) -'［-／ 99 バこ，し｝す 9,〗“イ<1, 9 9・ (/），；ヽを抱力，jlたは 1.

まりであったり

),';'l:711,')よ＇）に “}f,｛派訓：（9＂i t, I洪リーダー．，ノフ l!）

，il質にとってきわめて直要な転換収である C＼このとさ，

I I I JI、.l廿1'ij者に対する’'闘伯'(1)嵐．t多くし噂、も、(/)l+l」t克
且と知識分＋をよさこみ，かれらをきびしい“改造'’ど

‘̀I‘I L［批判'’し')“礼妊"iこ，’Lにサ：）ことにな-'!.:.のて，｛，）

な反右派闘争(j)渦中で，中共の強大な政治的）J:プ）の前）

{ - 9 こ4Iら（ハ人々 it ̀'人に、の投降”べ'“謝罪｀をよこ’

だ<¥れ， ドまざまの処罰左廿んじて疫けたいれども，

i::(/）1交い多く(!)徴低か示すように:(/）とき以来，多くの

，:序艮なIPl!Jり）“臣llllIII’'（幹祁）たちの、じ識(/)脳には， ,1,

且！）独裁的リーダーンツノに対する“玄J滅＇と“恐怖

9,‘‘疎外感＇が根汗＇， i財Ijーる I:りにti ，てし上った1、

ってある')リーダーシップにおける循環の切断，末端に

'ぶナ心機能')'‘窄洲1化”とし、う今 ll<!JLl1」しの幹郊II¥J匙］）

囚難性は，この時期から新しし、段階には V ，るようにな•)

こさ i-［も兄られ心,;,であ心。

1957隼春の整風運動に始まり，蚊近の仕会土義教育述

的に全，）まご：，こ(/}け年間に， IIi几党Lut何回どはな、／‘
手をかえ品をかえて緑り返されるさまざまの整党，整風

叫動＇）閉 l31]と咀らだけれ｛［ならなかった。フじ卯具党且リ

ンさん；よ， ごれについて，今 IJ(/）中共党員は“整）孤'(/)

閥過り［かに；こつし、くは1牝；、こ‘'ゼ油条'’1,laoyouliao)に

な，｝てぎて1‘‘ ろと述べている。 ‘‘油条'’というり）は中1叶

人が朝食なとに食へる棒状の油揚けのようなも(/)である

9!)'；“ど＇と 1ヽ、うのit，なんビも引Iとくぐ，てれい「なわし

てあって古いという謡味である。 ‘‘老油条’という中lKI
ltU)，,li法は少々ユー-Lラくてあるが，そc'）本来J)，慈叫l

“海r•山千のベテラン’'とか“スレッカラシ’'とかいう
、::.とこ、ある。最近(/)中国では，これに政治的池味が加え

ちれて， “政治的消極主義者’'を指すのだそうである。

つまり、 “柏1,Rし＇’に際し C‘‘左'’ “右’’への仙l;1を指りIi

されることのないように，流動的な党上層のリーダーシ

I プいもと（，工•{，1(/）上ご，，ッ、卜をつかLれた＇、、ように.... 
万事要領よくその場その場を切り抜ける幹部をいうので

ふる ：：(/)しうな1'.¥位主義的無責イ「性ど，保身礼iに巧砂

な行動様式が，中級以下の党員層のあいだでどの程度普
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遍化しているのかはもち；9,ん｝，れ｝中にはわからない，

しいし、 1962年後期の広東省党委機間紙［南方日報』や

洲j，し＇，，莱などによって i、 19,i]{!J)、東m“反五風”な

こ！点1巫［連動の結果とし，ー，洪H糾部＇， 1．作態度にはifi

極化の傾向が現われてきてし、ることが指摘されているの

であなこれらは，人民公杜調整段階における股村幹部

のスケーフ゜ゴートの逆作用であるとみられるのである

今日の中共政権にとって，その政策執行を現実に担｀li

}.  | ！吋党員政策こそは， そ ')t1:‘t i応it設と経済発1jt

ハ戦餡た系の中でも核心(1り1叩1怜tこ，｝ふ，ヽ ．しることは，ず

; ~ 11 I且：自身が，なんど口、＇；、，＇廿甘釘 I・ ＼てし、ることで

:, :, Iかし書幹部問題ガふ＇匁〔～，＂ 9，1ム、うことと，そ

,'1 :，••JII1 バ順調に進んでい名ビし、ゞー』，こ！ ビ； t'，JIJの間題であ

なこれtで，賂党．粕風運動の展開過程で示された中

JIヽ：独特の修Il．．の形態と方法は，確かに， r¥1Jt(T)IJーゲー

シ，、Jプ内部の諸矛盾の動的均衡を達成する上に大きな'k)J

果をもたらしてきたことは否定できなし、．だか， これら

(Ii IIーダーシップの I.l己(I釘l汀璽重）」の政治的セ・1テインゲ

: t,11’，介）．i虹動の各段階におし 、＇）、し、＇生、 l,1，つつあるし，

I ~ • ;'-iJ)t参n:．の全体i噂Iii'白欠政1合構；．い’，い特殊竹からし

＇！，． 口れら中北のイデす，'・'i・一1『J(I各長：悶元i：義とし、う

)）） 1図 '‘`1札定的効果 L 力•も t, ;.'-_,¥し{,'，．!：＇いる、・ ともまた

情実であ→た，

“幹部1，'り題＂をめくって中共のリーダーン・ツブ゜は“整

風＇のサイクルを繰り返してきているのである (/12),,

定の政治目椋に某パいて，社会の全而的転換iJ) ）JIi速度 1rl'•J

な実現を求める“運動政権'(MovementRegime)とし

'.・,r・)「|’！し政権にとっては政冶罰戸叫江'・,、｀統制された

-クス (phalanx)",,,; ピ［、［！衷htする党組織iJ)

叫 i.l/, 1平動を氾求するこしば求遠！叶咽］口あろう。フェ

ィ／ I I lt (Merle FainS(l(I I教校］）lIl，打をか IJ;jしば、 仝

佐 1て義的な“党 国家官僚制｀｀ （l'arty-State hureaucra-

cies) 0!'4)の動態に固有な病理を解決するために，中JI、:

はコミュニズムの組織概念と構造の枠(1)なかで，かれも

に特有の行重）J様式を前提とした整風運動の“し、たちご9,

こ’'を繰り返さねばならないとし、う矛1行をもってし、る(T)

いる それも，今 II“ピ由災｀化f[［「象徴される党

叫紐八悲居レベルにおけ月舟炉I巫い）J束（り 瞑穫逓減！化iu’i

I叫ーし ］困難な状況と戦し t［からてあパ

叫1•:I.. ： 9月，安子文（中 II・中央祖贔':1；し）は， f現在，

i-:1，Il的な規模で，期間をl,,f， 人数と！いて広範に深く

屈開されている社会丁義教育運動は，わが党が権力をか

七とって以来のもっとも広範なもっとも深刻な社会i義

革伽附動てあるJと述べている(i15， 要するに， 1959~

ii1:1(}）“危機＇を乗りきったとはし、うもり 0)、中共政権

i t成り15什．i'.ーして今f-1最も深刻な政治的課題にII1而して

Ì、-9り）てある それは中国人の＇叫 tl公i義化のll¥l超

である，最近の大規模な“社会主筏教育運動＂の実態に

っし、ては中共側からはほとんど公表されていないが農村

の状況に関する断片的なインフォメーションから判断す

ると，革命は少なくとも政治思想工作の側ifiiでも“振

i 1 i l " i ← ‘If: 9，た観がある(_ 1962り． t-—:‘「、!ド (Doak

Bal Ilctt,，教板it,1961年初期の中叫り IJー';-/ Jプに

it_,，凡j屹11り［白Jード”があると指摘it,fーこ＼:がある(i「6)”ヽ

'i I; :.」．；し て1-,中共(I)トゾプ・リークーン，＇― l'は表而的

に;t戦闘的（デオロギーを厭刊ILてし、／：、：～＿ 1,かりヽ わら

ず，内政に関するリーゲーシッフ゜の明確な方向づけを，

まだ探 i)‘',1ててはいないようにみえるのである；それIt

し、わゆる‘‘調整 (I)段階にあるからであろうか，シャー

マン 1、FranzSchurmann)教授は，中共は延安時期以来

籾ふて I(マこオロギーと組織の汗衣l]tr.ぐ，i ,7 i゚に見舞

」)flで＼、：）ども指摘して，，‘るのておる1,17,9 

“ 伽糸1!J町政策の挫折がもたら［’-中1叶内部の沢常

: ~ I州l難｝［＿1）＼｛｝LIt, 196.1年 1月(I)r.I'9![）い1,i‘.Jで公報でその

'11，；かうか9/J，ヽiせたけれども，そl1,iヤ9く！で{IJ }J I 11務省の

手で発表された解放軍秘密文件『：［作通汎』が，このIIか

期の実間をきわめて詐細に伝えている。最近の中共のJり1

論の一つのきわめて特徴的な側ifiiは， 1:j-1共が“竺I[Ii糸T旗”

と＼、う社会：｝義革命(I)“より ii渡な＂段階に突人した以

後において、皮肉にも田内における“資本主義の復訴＂

’_ ’`l化廿，義い滲透＂に対する界： IKt.:.t，□0)符成を強凋

l i始め、『1公 i義社会における“陪級的臼『＇ビ“階級

闘'[t,．（I，卜綺的存在を宣伝してし｀るこしてある 中田に

」;，｝',’'叱ふ＇L` 収命”(I）概念は，安(文U、9,；他冒：＇iりれば

f h．代，＿．I-代I, 「臼万代の大市」':::¥)  I’I長＿ご了・丈J

をおもわせるようないかにも中国的な観念に主で拡大さ

れているのであなこのような理論的立場は， 1958什． 4

月の中共 8全大会 2回会議における劉少奇の報告におい

てしだいに明確化されて以来，叶年12月の第 3期全国

1、ld¥土｝、・ミ第 lli'il会議におけろ1,¥l息木い，政巾活動報

i1, I公仰にお＼，‘て最も明確に示こか C'<‘,9:9(/）i tl,’,J知のと

--7) ：.，t，ぺ．），要するに用心深く illl(-i<i,I'）にイテオロギーの

憎［ーて；1：・ 9・,i l □ ‘ることの実質的内＇在は， J•見｛lヤ中共の

1) -‘•‘--, I ，ヽCは建国後15年に[-[ 7 ｛他リ）II'| Il人をコン

トロールすることと，広大無辺の中国社会をその意思に

｝山づいて中云換することがいかに困難な什事であり， リー

6I 
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ターシッフの前にたちふさがる社会の深層からの“抵抗'’

がいかに根深いものであるかをまさ守ざと翌庶してしる

, ？ある とf-文い汽葉け，この';l}ドが不i1Jiiヒではバ<‘

としてもきわめて困難な長期的な課題であろことを；．Ii•I’l

Iーー：いる 中ソ論乍＇こお i！乃中共し1評論的＼ゲ場は，祁分

的には，このような中国の政治体制に潜在する“不安定”

I『]要因い木直 t;.反映でな；］ともぢえられ：）いである

]986年にはじ主る延安時期に形成された，中共独特の汀

厨）様式匂‘I',た‘堂情織論，特に，その“整風＂速創 Jと、‘

,-, j1I,「l(/）,.ゼー・→K‘‘:、lao¥'itao) ('<,,,もの）］ 1人）が．—＾ i11i

紅旗政策の調整渦程で，政治権力のテコとしての党の某

詞直織の展虎を健↑化し，巾共の I}．．ーゲー， ！プに；し 1こ

たび‘‘活力＂をよみがえらせることができるか否かば，

／ ；父の事加］）発ljJ'.1::十灸討l>tたね； ：位らなし あろ-,

19(）3年に1’}版された劉少りの古典的名薯『共産党員の修

投兄溢すミII:t, jリトのようだ文脈Iゴ八、て苦究されなけ

), : ftょ 9,,＇•ロヽヽび）—マ、 ガ，るa

（ポ 2） この間距につし、て It, ごくやI) ）レ [I'•JI ごて I tあ
,jが，i「 ＇ここ，［,,:ある． ］，＇：秘「中いの政 {9'叫噂と ‘',’’,t
疇批 1·lJ の間：凪：！、」，『｝アンア紐紅笛ユ—釦窮 3 り，9
(, t 3) Merle FainS(）（l, IImu lく1/Ssi(l1ヽ l切lml,

1 959, p 1 84. 

(；t 4) Mcrle FainSO(1,“Burcaucracy and Mo(lcr-
nizntion: The Russian and Soviet Case". in R111℃ 

LIIヽrrm¥'andl'o!itica! I !ei•elnJ•1lleJJt, "'I. hy J. I.a 
Palamharn, 19fi:l, p. 2:l5. 

(il: 5) ＇J人・「文， 「 i立投，l'，命桜 J1I：人見坪［I(•に if! I戦II各

（r.務」，打旗JI17-18, 1り64年
(,I: r;) Doak Barnett, Co1111111mist China, He叫

line Series. Foreign Policy Association, No. I 5:l, 

1962, p. :c!O 

(ii: 7) Franz Schurmann, "Economic Policy ancl 
Politic,,! Power-in Communist China'', The A1111,,ls 
9/f tll. l III(']•i, L1/IAra山・IIIyo(`  f'olitiiw! <III[I Sm ml 
S'（l.9'1/｛V, Scptcml)cr ] 963, p. 69. 
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『論共亮党員的佗黄』は．周知のように， 1939年 7月

,"'11に劉／／奇が，延安の 19)レクス・．V ーニ` ＇芦院で行な

と｝、た講演である。そして，この講演は，解放朴編の雑誌

『坪放』，第S2~Sl叫 (1(l叫平9~1叫こ｀乙ど息わil / • 9) 

に発表され， 1942{]にはその一部が整風運動の “22文件”

い一つ;・ I」|lえら），ーいるし＇）ーぁる 一ーの溝湘け， 1叩叫：

J']後発人これた],lりにおし、＜・は， 9ml窄緒両＇，第 2単北

l iの息想音識の修養 (l- 5節）とからなっている、だ

か延安町 1[JIからlり17年 6)ltでに出収され、竺滸l少んいこ

の論文をみるど， 1949年 (i月に劉少岱自身の手に．t：って
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削除されたのは，第 2章 6節と第 3章全部であることが

わかる、 直 9年版は中国語にして全文約4ーり8000宇てあ

/3が， i＇りl除部分は約 2万内）OO字である。したがって，約

3分の 1の部分が1949年の第 1次修正において削除され

ている-―どになる 1%2{「8月 lI!(/）第 2次修正ては，

金思他氏によると全文は 5万字であるが削除されたのは

Ii()()()字` ＇［き力 IIえられたのぱ8000字（そび）うち約l(）（）I)字

が注である）となっている(it8)。ではここで，この論文

い構成リ））爪型を示すことにしよう

『論共産党員的修養』 一9-1939年 7月8「9在延安馬列

学院演溝

(） {’, b‘ 込9111 191ffl 

共産党貝為什歴要有修養？

・ー 作馬克息恩格期，列察斯大林最好的‘i’•TI

修養的各方面及修養的方法

四 ｛習馬夕1Jt義理論与党員思想意品忙養的閃杯

（） 党員思想意識的修養

ー ＇躯了解サ麿 l：義I；業是人類史l→空前倅大最靱難

的'ii業

一 党員個人利益無条件的服従党的利益

党内各挿措誤思想意識之平例

四 党内各種錯誤思想意識的来源

1i kt待党内各種銚；杖思想む識的態l¥t及党内1争
六在政治上展開我何的思想斗争

；，｝ 名ll盆上和約1J・上仰l竺養

党員与党及其他党員的「月係

二民主集中制之執行

て 党的J級，党的員責人如何執行J〈l：集中制的原

則

四蘭政和 r強也！的統・

五 自由与必然

六 党的幹部政策和幹部対党的態度

L I三．農斬部与知識1分子幹部或者老幹部与新幹部的

関係

しかし、この倫―＼文は丈屈こは 2カ所における別々の講

演をまとめたものである。すなわち，第 3章の「組織上

和紀律上的修養 Iには次のような“注”が＇）いてしる。

「この章は劉少奇同志が華中党校でおこなった報告の記

録をもし）： ｝こして炉理してできあが’'たも U)であなただ，

tだかれ 11身に L心校閲を経てし、ないことをここに特に

)h明する」と氾されていなこの華中党校における報告

応＼，つ行なわか、たものてかるかに＇）いては， H付か記さ

れていないので，推測の域をでないのであるが， 1936年
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~42年の時期，中共中央北方局，中原局，搾中局宮記を

歴任した劉少奇(it9)が，六中全会の終わったあと延安を

去る前の1939年 7月に‘‘講演”を行なって以後， 1941年

7月に『党内闘争を論ず』を発表する主ての時期であろ

うと考えられる，，その理由は，この報告の内容から判断

して，これが1い］し華中党校での溝演である『党内闘争を

論ず』の後に先表されたとは考えられなし｀からである

その他参考までに劉少富のこの前後の時期にわける花作

活動をみると， 19:l9年 5月 I[!『論組織民衆的幾佃基本

瓶則』， 1939年10月20[1 『論公間1*．作り・秘密工作』，年代

不明の華中党校における講演『民主精神＇｝官僚 1：義』`

1940年7月 1II 『作一個好的党員，建没ー11月好的党L1̀

1941年『反対党内各種不良傾I{l]』がある

劉少岱の論文の理論的構造とその修養の1J’：間の中国的

特質につし、ては，既にシュオルツ (BenjaminSchwartz) 

教授(i「10)，ボアマン教授などによってすくれた分析が］JII

えられて＼‘るので，ここに詳しく繰り返す必要はな＼、で

あろう。ただこの論文の令体的梢成によ＇，て，ょ i）介1

明らかになづたことは，ボアマン流にし、えば，このとき

"(;eneral planner"てあったt沢東にと 9 ，て "0perations 

oJlicer" としての役割をはたしてし、た劉少畠11, 「共廂

党員の修養」は党員の思想慈識の修養とし、う “{IKI人的な

プロセス”であると Iii]時に，党内の組織活動における修

茂とし、う “ti会的なプロセス｀＇でも灰るど衿えており，

既に“修養＂の可 fii的構造を統一的にとらえていたと＼ヽ

うことである 3 この窓味では，この論文はおそらく 19:il)

灯代に既に共産党の党組織理論の令大系をきわめてプ'!)

ミティープな形でではあるが提示してし、たも(!)であると

いうことができるのである，

それまでの中共にと，，ては，文献的には大系的なまと

ま’'た形での党組織論というものはなか.)!：：：上うであ

る。 1921年の『中国共産党組織章程』勺Ill)お上び` ／ヒ＿r:

ト革命期の『中国共産党党章』 (ill2)にお＼、ては，党員の

権利と義務，民：l集中制に関する概念はぎわめて『が札か

つ不十分にしか規定ざれておらず， jij息来に上る党組織

論の論文などあるとしても包括的な論説はないようであ

る0 1937年以後，毛沢東が若干の論文の中で，党組織論，

幹部問題をとりあげ， 19:,8年11月の中共パ中令会て“党

規”が通過している（劉少奇・）と伝えられてし、るが， 19:¥8

年初期と推定される時期にな＇，てはじめて、中共は共咋

党の党組織論の街大成と「1される『党的建没iを出版L

ている(i]13）。この小冊子はレーニン｝・義党開頂l]論に従• 9 

て苫かれた党務に閉する一般的教科；的であり、文0)温lf•` 

中国革命史に関する部分の記述から判断して“ロシア留

学生派”の 1人（張聞天？）がその筆者であると思われ

る劉少奇も『論共産党員的修養』の中で，この『党の

建設』がマルクス・レーニン学院の学習に使われたこと

を述べている。劉少奇のこの論文と毛沢東のこの時期に

おける1万学的丼作とは内的に深く関連してし＇ると考えら

れるが， 『党の建設』というレーニン中義党理論の一船

的‘汽門を紆て， この劉少窃の論文におし、てIl1|1ilの 1：着的

哩倫が生まれるに及んで，今 1iの中共の党雌論の止礎は

形成されたということができるであろう -9

この論文にはアメリカの学行が指摘するように“理論

的＂には確かにマルクス・レーニン l．義の教義に新しく

,) I J-iJIIえられ7“.1:, "innovation はなし、かもしれな＼・、，し

かし，その後現実政治の領域で異状な威）Jを発揮した中

共党員の行動様式を規定し，その行動様式の‘独自ヤ1:＂

への‘‘第歩”をI'llしたという寇味で，この論文の意義は

利位的に註価さるべきであろう 0 その意義はliiにこの論

文の出現を必要ならしめた延安政権の判時における政治

状況，党内状況とそれへの“対応＂というだけの狭い視

角から謹価さるべきではなし、，それは1935年］月‘'遵義

会，；かにわいてt沢東路線が確立されて以来，抗II民族

統戦線と＼、う革命の戦略戦術問題と並んで，“党の述... 
戊＂とし、う革命路線のより内面的な l闊題つまり“党風'

．．．． 
につし、ても“中国の道｀＇をゆ< -t沢東路線が本格的に形

成されてくる最初の徴伏をここに示したものとして若え

られるべきであろう (9

‘延安の整風運動”をはさんで， 19:19年から1944年ま

ての中・共は“党務＂に関しても実に多くの文献を生みだ

してし・‘る，） •一々枚挙にいとまはないが，周知のものを除

いて19:"¥9年i'1fi後の文献で重要なものをあげれば，李‘麻春

〖中 1叶共産党是什歴』 (19:l8.4.12)，陳玄『支部』 (19:l9.

Ii.I(）），羅邁『論党的組織結構り•民主狽中制』 (1939.11.

25)，陳宍『応様倣一個共産党員』 (1939.5.30)，羅邁『挙

起 I,1我批判的式器』 (1940.7.10)，洛甫『党的丁・作中的

..個恥本閏l題--了解具体情況』 (1940」.26)，洛甫『提侶

棧素与切実的丁作作風』 (1940.5.16)，洛甫『関於党的IIl,i

稀工作方式』 (1940.7. 27), T稼祥「為中国共産党的盆

凶和昭強而斗争』 (19:l9.9.29)，末布春『関於新老幹部

的ll',]穎』 (19:19.10.2(））、洛甫『共産党員的権利り義務』

(］（l39.9.22)，陳雰『為什晩要開除劉加）J的党籍』 (19:19.

5 30)，楊清『共芹党員被捕時的処理仔気節間題』 (19:l9.

Ill. 20)，洛甫『略談党与非党員群衆的関係』 (19:S9.11. 

7)，渇尚jも『華北党逮，交中的幾個問題』 (19:S9.11.24)窮

63 
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である
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1939年以降急激に党務に関してこのように多くの論文

,'.発＿｝＼ ＿れ：~iこ千，た］）；士， 1941年以後に始寸，：整＇弧運

動との間連で検討太れた 1ナオ）：「な「，ない戸あ7,り，，そし

c主た，洛甫（張聞天）がこの時期に理論的にめざtし

'. 7,r渇 I_て るごどなどti，中共 LJ —ーターーシ・・プ゜内；’［|iで

の“ロシア留学牛派”の地位に関i車して弗味わろ検吋の

対象こなちう

割叫：i(1)」倫1い望党ih1,'.lf修；し』；り発表＼れ可,Iご干た

背最としてのこの時期における，延安政権が出而し一し、

た党内状況にづいてば 1942年からの幣風運動の背般と

11ぼび［しものビ考；：＿てよ、、でいうう そl1，`）の I[休

的状況は睾ll少りの論文の中にも示されてし、ろし、 「賂風

文献J(！髄処に加匂ざいてしふ，｝，’，jjJItJ）上うに， 19:H年

[(I月糸1限はii西 1"1瑞金:-.＇Jw:-,“2万り()()()!11(/）Ki4 " 

を経て， 19:15年1(）月に映西省北部に達した，そして， 19:17

q 7 JI,;舷溝I-1炉仰1：し迎［たとどに： r.11心し党員：t4 1J入

1-_-ず-月ばか た、＇）であ、,:, 119図年に(t30―パ人で凸つ！た，＜！

それが，延安政権の発殷に伴い 3年後の194(）年には8(）万

人にl,’,9:Rし＼，＜9 9 s')で'.iる，党員］念刑 t，「ジ党II幹
祁政笥：ごし9 、7し、7,titli]踵を提担せゞるを｀，ti]，；たりで

ある ）じ来， ’l鳴 0)‘建党運動＂は必ずしも規則的に杵

［にわ-tよ、lil.―,’る I.:iし1，れ，9l,,iiiカ・い I), ＇とれ,:,え

に，党員の流動r'Iばかなり窮し9、(1)ではな＼、かと推測サら

れる， 1962年現在ぐ中共党員は1700万人 (1949年以後の

人党予：士8(1'いをい占る ：こi叱：てし 3か 漿iIll!l域i~お

ける入党条件の安易さがこのような党員の爆発的州JJilを

柏＼、こし‘ると跨えられ /~J これは中り：9の裳村社会をコン
lローー＇レすべ，，＇とし、-)要， 1りのたふには不i1fj性的．，、あ ’9,'，←け

れども，農村幹部問題ぱ，これちの幹部たちの文化・息

息・幻織能りの水，＇化の｛入さなどの晶岬 1によって，中JI：：

1ヽ,1J,iことっではー［＇｛し難開しな，てし：．］の［ある

1962年における農民出身の党員の比重は70％である，9

lり51.{|7月；こは菫Itに［る党は数t1印 /j人，］あり，そ

のう t農民出身の党員’'/15(）万人-あズいら(il14)，その

比重は83％ということになる，，延安時期の中共党員のう

いで閃jもの古める［七重： ／）して＼ヽ )i-f, :；そ 1’ くこ（り数

字をてえて党が‘｀非プロレタリア＂的社令構成を i,--,て

いることを顕神に示すことであろ；}9‘

劉']/、行はりフC,l レタ）アI.l心の新しし党員；ーーと，ては

“鍛錬＂と“修裕がしくに必要である一ーとを述べて次

のよう i：：し、ってし、な 「われわれ具廂党員はけっし C天

いら1；ヽ1、-,てぎた i(J)てittt＇：ズ， I{国 (1)i'［会の中か；，生

64 

主れたものてあり，党員はだれもかれも，みな中国リ） ： 

の汚れた社会からでてきたものである」と。このような

卯！しにむげろ共産党員概念の1「神格化一ーもちろん，愉

ヵJ...の癒酋の程度によマ，て変化しつパあろが一 としう

尿本的認識は，中同革命の歴史的文化的背最から説明さ

才l.9｝［けjr ;ft[ t＼な＇ゞ ＇，たが，延‘／足時期そ l＿て現代にオa¥‘ 

ーt,？沙富、も‘'尺東等(/)文献が叩1．に指滴するより：-

中［一目の農村社会のあらゆる要素をその性格に反映してい

名性民び叶躙立）ような党への力II人にとえられて，広大ね

刊日大時の農村地城にゲリラ戦しゲ I)ラ戦た思わせる大

規模な生産運動を展開するために，しかもコミュニケー

、：、 9ン「「生の役進l'Iとし＇り状祝を前樹として，その弥 IJ

性ある政鉛中党の“••元的指導’'のもとに貫徹するとい

うことは，ぎわめて困難なことであったのであな延安

炉吼で党が提起しだ1／暉題it, ＇応加の中に 1J在する主観i:

義i1凰と派閥l義でたったぐ，そしてつのうち，特に 1)-

タ'-シ，Jプにとって修正を要すべき偏向と nされたもの

い，党政下紐糾織における独立性強，，胤の仙向 (Iり］独立•FI)

であグ］たのである。以下に1-沢出した劉少奇の論文の中に

1，りかがわかるように，この時期の党の文献はし、かに 1-

ご．，—ーンl義的村党の祖織Ji；て［しりを確保するかに間咽セ

仰 I-1しているm15）。この問鼈については既に多くの中共

虞がt，るけ，几ども，若「紹介する，l:すれば， l942りto

}！ l()Ilから43年 1J] 14|」，tで1¥11がかた西Iじ！;,)(J)濯叫索

辺「え：高幹会経過及共絆験的総結』， 1942年 II月 5日商岡

］帷頓党政'iFl—峠各組織間 1附l係I| '，！題』， 1943 年 1)！任弼時

『関於幾個問題的意見』， 1943年 6月16H直芝圃『反対不

艮傾向削除自私fl利閲化堕落的個人主義』等がある＼

暉；vil)lll llい『人民H報！Iの仕説(/)中にit次り）｝、

うな節がある。 「幹部自身が社会ヤ義的自党に欠けて

おり， 1まなばだしいのは自発的な資本主義的傾向すらも

9 --¥、 C̀ t,• うして， tじめに党の社会i義政策を買徹

し執行することができようか？ このような幹部は人民

J}ために服給 L誠こにな態文で人民の勤務員となる自党が

欠芝してし、ろかも，てし｀ないかである。 この入たちit¥‘ 

いかげんな気持で労働に参加しているし，そのうえ多く

ピベ多くー！＼じめにすろこと itかり朽え，：いる。こり人

たもは大衆り衣見なき、-―うとしないばかりか弥制的な命

令までしている」と．農村人民公社幹部の政治的動揺と

｝、り敗変＇卜＇！を ilL'「Ilしごいるリ）である。 l（邪2りごろには各省

で「tit幹J, 「包産到戸」六らには，「封建主義」の復活な

とが広かり，幹部の変）白によって基層権力は動揺の危機

にあクだとイパえられているのてある，これらの伯向ぱ曳



「共産党員の修養を論ず」
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在の社公_.l_；も教育運動(I)音寝風け象てある

中国にお＼、ヽ ては，加］少白(I),・ •,)よ：） ；こ， ’>11もなわ，

マ IL,7ス・レーこ; i筏 E沢東息想か学否し，革命

屈争—ー晶附丁．／i． 9' ヽし／）卜放：こ稔加するこ'-::.::. J:: ―[“賃：

全九 :・1 、‘、 1 -- -，’、ド"--―--―•そり党による概，合化ばぎ；！ぅめ：

＇道具化‘'ざ iし，；こ人間喩てあるかー に変てえ上・ー）とする

努カ力；続け，ヽ 9,i＇ノてし`;:, "修釘ど‘‘鍛鈍｀‘iこtる “iと

身＂と吋、り‘‘ぞ見立、＿ー］義の強閲： t.，しー ン］＿氏と中日

の信教的伝統におけるれ子い内面的修投i})概，9こどの結介

ー一〖）ることは恥こ｝、il ，こ） ｝して＇，ヽる， こl「).:...ー）な劉＇少，； JC, " 

論：上確かに中日(!)'枯神I'り］弧I-・政治的文化と謹廿il: {'、

延安整風を成巧：ぜ，＇い 1叶革命を勝刊にAt}＜“Ij” を・'|

みたすI輝 iと欠 だ］）―¥ーある た力；、 A，jl {) iしカヽ見洛＇▲

してItな↓ヽ｝ t.;_し、（／）：よ，中国り現八政治史□叫閉過t，'：-t,

ーーい）か、．・1な盈：少，：」J甲，i倫，［2 し：＼！） IP :‘＿一包合しな力;:, i， 政由

し')| Ij界；こ[,',I｛了f; `  ・,fJ ` り）論I用；こ i)[,-： 1)}、’ぎ〈 I.、;:,--

とである 叫＇口）中い）柏党・柏風の応史は，：、ナ，しこ―

“修先` U） 1圧史(}-け--i i,r[、ì  • 中恥f)幣党）世紐i‘’ し7

しヽ＇）そ． Itとi.t柑，f; J.＇こ兵軟 t~ 力」し力入し t‘, ｝ I了～ 9．r'．ヽ＇るカ・ぐ

し「）中イ、7 ，レ•-「)交｝；十心し4 ぎ：こ i -tゃ：より政ml.h:1J-s/）蔽しし、

強化IJ/J カヽぎ↓、）閏~，．＿ーしる］ Iを見逃すこし it・2きな＇`ヽ (l,9て

ある ＿-i [はl(l49年以；いl幣化運動(/）、過程力、そ},t:';,.t:1 
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事を始め，また進めていくかを予測できるのであり，そ った工作を担当していることが必要である。しかしなが

れに［って， 革命ど 7゚ 口し々 リアートを消進させてし、・ー', ら，からゆる共産党員はす，ミてそれぞれ部門の中にあ,,
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群衆を団結~tt-動員し，その時々の革令叫争リ）中にあり1 淮准．＂せるごとができるのである， ここでわたくしは特

し，闘争の中で群衆の自覚と要求を高めるべきであるこ に次のことを指摘したい。すなわち，党の軍事部門のエ

のほかわか，つれはやはり閾争の中にあて悶繁に廊］、 作はやぱり党か政沿仕務にり蹄従すると詞時に，党の軍屯

）て亨習し． if•細ごiった，ー群応）中に tヽる方見と要叩 丁＾作はまた党のその他の部門のエ作の展開をおし進める

を傾聴すべきだし，いささかもわれわれと群衆との連携 ものて、し・9ると。軍屯」作は胄面党の中心［作であるけれ

を弱もては、f;_しうず、虚心：ご群衆い1判争にわけ，：，各種U)執 ビもしかし、党の政治仔務を軍事工作に服従させる：：

しい創造と新しい経験を研究し，その中にあるよいもの とはできないのである。

しょ吸：iし，舷退し二理細り根褪かあピ；．，こいを＇且 ・-L加）―［ii, -—し）］（り闘争と一切の努力は，すべてプロ

化し --れしよってわれわれの経験と知識を補足し，わ レタリアートのその時々の革命闘争（国際的範囲と一同

れわれの理而し思想を充サ：し発I忙させるきて友る C9 ーー ［I勺範問い）の中で提It,1されている政治任務に賑従してい

れを総じて言えば，われわれはプロレタリアートのセ場 る 党内闘争もまた党の政治任務に服従している。それ

1こ立・〖．積枠Itり，湧放に政冶闘争ピ政i,1／し活に太加しな 故，｝れわれは， l「,在力を止中し，最大限の力を集中し

ければならず いろいろな政治問題を注意して研究せね てその時々において，党とブロレタリアートが政治任務

ばなうず， ［1‘Jの政［台問起に対する関心在高め， 自分0) を実現ナるのを妨，l：ナるし・ろいろの思想と行重りに反対し

思想を政治の Kで展開させ自分の思想を客観政局の准 なければならないし，その時々の主要危険に反対しなけ

展，各種新事物の発生にし，とが）て不枡に発l瓦こせ，迅 ればt[r；ない。それ故に，われわれは，それそれの時期

少し．深化l―うようにしだければれらたい，そしてたお ：こおける党内の各種の誤りど欠点を並列的にみなして，

情勢かもし変化した場合には勇敢に責任をもっことを芯 、F均的なもの，前後と軽iい区別のなし•もの，中心のな

れずに，独守I,Iりに 191分の政国方l蘭互9 決定てき， II分の 1 いもし＇，雑多たもいだとしー党内闘争を淮めているので

作方針，工作方式と闘争方式を変えることができ，貞任 はない。

とも）こと］勺［引れ十こ闘争におし、［すてに時期おく iLC lri]よ訊社＇われわれ共仔党員は政治側芯に対してま-)

陳腐になった古いスローガンと古い決議を放棄し，新し たく関心をもたないということであってはならないし，

し、スローガ／’^ 新'-'，、決義をこかに変；：るこ！がでぎ、f[ 1青神的にも佑縮して 1‘‘てけならtい‘。このような人は

ければならない。このようにしてはじめて，われわれは 政治上においてある種の起こし易い重大な誤りを犯すこ

自分を鍛錬 L｛彦養 L 侑れ），＇は実なが屯潔 ts,'口し '1リア どを避けることはできるかもしれないがしかし，斎色体

トの戦士とすることができるのみならず，自分を鍛錬し に＾個のよい共産党員になることはできない。よい共産

脊養［て一位1い勇敢t：進化的な戦［判的た＇口し々 lJアー 党員しは，一面ではがれけ訊本的に忠誠純潔であり，断

トの政治家ど革命家にするてとができるのである。 固として人民の公敵に反対し，克己して公のために働

共産王義の事業の中にあってはいろVらな異なった人 ざ，懸命に努力し，紀律を遵守するものであらねばなら

iオが存在す;~ --~ーとを必要として＼／、な，共汗党［はい 7バ、 ぬし，非常によい共産主義の道徳をもったプロレタリア

ろな異なった丁作部門へ分散していて，いろいろな異な ートの戦士でなけれげならない。 i"]時にかれは，また，
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積和的て勇l［文―＼□1]伯筐的戦閥的て，政沿的に発屎的で， れわれは自党的に，断l古Iとして保留することなどなくし

芥種の変化、ご炭椎加認む）もどにふ—"ても行動は慎敏て て党の正確な政治路線の卜にゞ［ご闘争を進め，人民の

目こり）jい）を見 1、J)-iこ，創造的に活動てぎ、視実の発肛 公敵に反叶し，また｀闘争の中にあ＇，て党のごの正確な

の法則月に彬冑をもビえる能力を行する、＇ロレタリ＿ r- 路線を発揚し允其することがでぎる（））てある，このよう

トしり前偉iCf,:_ IJ-れifだらなし、 こcり上り欠共咋党員た｛j た党員であ＇，てのみ、かれははしめて， フロレタリアー

が品格と条＇いと i,iごi一，：れた共庁党員したろご口かてぎ lヽし共廂主義の市業に忠実であるのみならず、かれは党

巧りてあり．—，,·．」レ勺 11 7→ートの隊伍0)9じてり傑Il：し f： (I）脚争0)中にあ，9,て｀不断に正確に白己を発展させ，党

人物どなることかごぎる（「）て灰る 内(})活動的，積極的要素とな i)新鮮な血液となり，われ

われわれit. ある立員磁れか iししも政市L：こおし、て誤 われい党を前進させることかできるのでわる，

-)だ路線を打甘 I_;・_ 1:するならは、その党員が紐織路線 li?J心諸れ！ 息想息識の上で修義に 9)いてはこ (I)辺て

_1ーど．巴見闘争 Liごj応ヽ ―-，誤（）を犯ざなくてすみ、糸ll¥心［ やめに致しまず

仔符を正確:'t見！ I: —+ることがてぎ．円想閻争を U確にむ

し進めるこどがてぎ．糾徽．）じ＼こ関争方式笠を ii確に快 ｛ ｝ 組織の上と紀律の上で修蒼

定する、-.1::fj ~てきるたとと炉伶げるごとは＿，ぎな'<‘ --、一 党員と党および他の党員との関係

(/) tりたここばか LJえた＼‘ごとてわる 政冶路線か訃□ 党員の組織(I)上で修虻は党員個人ど党との関係およひ

マ― L.主えは， この政，合路饂こ』し心•て捉出ぎれる組盈行 党員個，人と他の党員との関係を反映している，党員はど

仔，閃争力式．幹部政菜， 1五j古に対するとご丸の関1系し (7) tうた立場，方式と態度をと、べ党とその他の党員に

態吃算は，必外的に 1「確て枷るごどはあ，）えなし・しア）てあ 対すへぎてあるか ごれはすなわち党員の組訛の上て

る そが改， j，れわ，iしは主-r、政治上におし、て虞りを犯 (/)修五てある，われわれは主す党の組織機構から況明し

:•なし、[ ••) ｀ どりわ： ｝路線＿卜'の誤りを犯ざな I<‘l:.C） にil： 上ー）

喜［なけれはなら tい、それ故，われj中党員；t1ij;1月ど L A 党は矛盾の機構ておる

て応）］「確な政治路叫）上にた＇）て闘争をお Iすすめ， 党の組織機構とはどのよりなものであるか．） ：：れば他

各樟り）芹命IIり1：践に象/Jilしなけれはな rm人、 そうして の市物と同じ ctうに矛府の機惜であり，矛盾の統一体て

こそ，党はは思灼り濯いい：：加，一--i'l1iを鍛錬すること わる，すなわ仁，ニバの相反すろものが一つに結合して

がてぎ、各柿UI:l| ＇l＇し， 9i ll -r的な不I1確な息忍意品を ノ）の新しし、物と存在にな，；てし、るのてある I'l然科学

とり詮くことがてぎるし乃てもる｝ 1 い］ I~ tうに，われj)か はj)れわれにつぎのように教えてし、る，枇界のあらゆる

は主だ' {, t !¥ t，lズ＼党[i1，ナ t，り）思想立識の中に各挿の非 物体はこのようにして結合してできて＼、ヽると， 1人の男

プロレタリア孔□．搾取階級的な思想がしみ一ーんてし、 7) に 1人の女を加えれば夫婦関係ができる．一切の 1,0)は

たら：t、かれらば政け， I・.. J兒則上．完全に洪りを犯さな す9 、て千府の統一体てなければならなし、 9

Iヽ ーでず主せる、一しが―~ ¥'.貝坪を透徽してみピおすごと ;j)れわれの共産党は主た、それそれ造，＇た党員によ，．，

かテぎ， I.］坪を彿，；屡するごビがてぎるなとど＼、うことば て結介されて成り＼t，てし、るものて、その某本的機構は

籾伶｝ーるこど I土-::ぎ f；し、 この上・］なこしも主たわりぇ 支部であなたとえばわれわれの党員 3人以上で 1個の

だ`v":ーとて丸る かれらが址本的に、プロレ々 I}―i'-1、 支部あるし、は小組を組織することがてきる，しかし， 支

加立場に応てわら 1，あるし、は主だ， I祈1,1i|）：したフロ 部わるし、は小組はたんに••個の党員に 2 人の党員を加え

しタリア・ートの立場に占:-,でおらず、 •7'’ ロレケリアー）、 た関係にすぎなし、のではなし、， 1人の党員に 2人(})党員

知放の遠大な利益から出発しないで｀政治的｛f．脊と祖綜 を加えれは 3人の党且となる これはたんに一つの1Jll

的仔脊主樹出し、！判争の目標，闘争(l)り式等を決定する え箱(I.)関係にすぎず，まだ党の機構（糾織）になったと

ならは， fJしilらは記しを犯さなけれitな凡なし、び）は避け はし‘えなし、つどのようにしたら組織になることができる

る::.とのてぎだ＼、•こ＼：てふる］それ故，われわれは思想 0)であア）うか，すなわち， 3人の党員の中で、 1人の支

在歳のヒこお＼ ｀て修長を淮めなければならな＇、、し、「 i分 部甚品と 2人の支部成員がいなければならない，支部閃

の断固としだプロレタリアートの吃場を確定しなければ ，記と支部成員の結合はすべて矛盾を含んだ結合であり，

な八な＇｀、（政泊じ祖歳上にお＼’｀て犯した糾り： tまた認、 すなわち，指森する行と指溝されるものどの結合である。

晶論上の楓原か灰るけれと 1,) こうして後、 Itじめて」） このようにして一個の統—ー的祖織となるのてあり， この
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ような統一的組織があってはじめて力をもつのである。 ける修養について語ることができるのである。

この t うな統—的佑l椛がす八わち党であ i).-このよう B 党員と党の関係，党員と他の党員の関係はどのよ

れものが党の基本組織機溝である うに確定すべきであるか

全体の党の結合形式とは党の各級指導洟関とt部の兌 党員か党に対するところか関位は，ーう一つの分子（個

頃の糾介で力）＇ I, 党(、')中央から党の各部分，各茂関お！こ イ本）と全体との関係である r，ちょうど細胞と人体の関係

びそれぞれの支部までの糸釦臼であり，党の指導者（領袖）， と同しである。だが人体を用いてわれわれの党を比喩す

＇ものが偲と＿↑心党バ大衆し力結臼 Cあり，党の L級組捻 ることはあ主り適切ではないところもある J なぜならば

と下級組織の結合である。したがって，われわれの党の 第 1に，人の頭脳は他人に切り取られてしまったなら且

桟構且昆合物ではた、、，礎1万党Liの簡屯な総合でもtャ、 ふたたび第 2の頭ははえてごないからだc，しかし，もし

く，また一定の機構をもたないものでもなく，う定の組織 も党の中央の責任者がすべて敵に逮捕されたとしても，

）珍成どー定り規則どに従 9 ，て結合してし心ものてある， われわれの党を消滅させることなどできはしない，―f)

党は連合会ではないし，それぞれの地方党部の連合組 の中央委員会が破壊されても，また別の一つの中央委員

識でもなく，心った党員，丑った組織部門が結合してて 公が生tれてくる力ふだ。第 2には，ー＇）の細胞：ま人沐

芸あがっに一個の集1本的な全体である。この集団組織と の中でもっている作用は一つの細胞以上の作用を超過し

叱合組織は喜ったものてふる。 ご働くことはできな i、‘。しかし， 1人の積極的に努力す

党い貝体的結合形式はナなわち民主集中制である。ご ろ党貝は，ただたんに 1人分の工作をするだけではなく

のような結合形式の最も具体的な表現は，党規約の支部 かれは全体の党を前進させることすらてき，多くの党且

こ関する規定了｝ある どり）上うにすれげ党の統の HI,Iり をすべて前進させる、ごとすらできるのである。それ故，

を達成し，党員を一つの統一体に結合できるのであろ＇） あらゆる党員は党内の積極的，話動的な要素とならなけ

，り入。翌釘統 ，．）内究と実n:tマJレ7ス主；とがつくりたず ればならず，積極的，推進的な作用を果たさなければな

思想の上の一致であり，このような思想上の一致が最も らない。そして消極的作用を果たしてはならない。

）も本的なもの：ぁ；； それ故党内にもしも思想L.，脱則 しかし， 1,,]時に知ー，ておかなければならないことは．

上の分岐があるならば，必ず闘争を行ない，＇一致を新た その党員が能力と作用とにおいていかに大であっても，

こ獲布しなじいばかなし もし t，誤，た思想と誤， かれけたんたる多数の中の 1人にすぎぬ(!)であり，レー

た原則を固持するものが党内の大多数であるならば，最 ニン党というこの矛盾した機構の中の一分子であり，党

i麦にit加れらピ分裂 jることは避けらかないのてある の中に、•Lって指導し、全iい）党を推進しなけれはならな

別に一つの組織を成立させるのである（たとえば，レー いということであり，党外や党の頭上から党を指導して

―ンか社会仄上党ピ脱退して，別に共産党を糾罠した上 はなりない（レーて・ /．，スクーリンはすへてこのようで

'，に） あった）

党員の思想上における一致から，組織上，行動上と紀 党員と党の関係とは具体的にいえば，上級とF級の間

糾上て0)一致がつ＇＼ i)だされる。これが党の統一の具休 ｛系であり，中央との，支部苔記との，小組長との関係で

形式である。もしも，組織の上で，紀律の上で，行動の上 ある。あなたかもし 1人のよい党員となろうとナるなら

ぐ一致ぶなUれば，息想上し！）一致も表現する方法がない ば，あなたが 1人の普通の党員，小組長，支部書記，中

のである。それ故，民上集中制はまた，党の組織の上， 央委員であるそのときに，みな非常に立派に仕事をしな

忍想い上の統を噴虹［する具体的形式てある。 ければならないのてある。

民主集中制の原則とは，少数が多数に服従し，個人が 1人のよい人になるということはできないことではな

逍織こ1股従し亀下級か上絋こ服従し，全化が中央に賑従 いし，また 1人のい党員になるということもできなし、

することである。これらの原則の上での規定以外に，紀 ことではない。党内には指導する人と指導される人がい

ィドのJ．での約末を加えなければならなV口すた、わち，あ る。しかし，かれがそのと｀ちらであっても，すべては党

らゆる党員はすべて組織原則に従って仕直をせねばなら 員の中の一人である。あらゆる党員は，かれの党内での

らこ几ら（りば則に心反し，eことさは紀律の制裁と受けね 具体的地位と他の党は，党の指導機関あるいは指導者に

ばならないのである これらの基本的組織原則を認識し よって建てられた正確な関係に従わなければならない。

こあ[eはしもて，こらに 歩進んで党員の糸ll舟巌上にわ こ(/)上うが関係且只主貨中制び）抑則に見づして建てら
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れたも [7)てLVる 党内に応f)組織の支配をこけ、＇い、よう

な人はたれもいないのに， もしも，指導者か党の支配と

受けず，党艮の支配を受けず，党を支配しようとするな

らば，その人は指導者になることはできない しかし，

党には必寸右打者がいなげれIt泣らない。なせな，．）こう

してはしめて園の組織とも，に全体となく）こと、岱でき

るからである C 党の上級は下級が決定するのであり， 1‘ 

級はまた，上級に服従しなければならないこれがすな

わち， J[い［中制の規定十、9：，す州の統一てし） ：9,  したが

って党員は． ll分のいる地I立己比づいて」 I、Il1]に対す

る関係を確，じし，党内,,'9|tjォ峠と達成しなけ1［けならな

い。このような修養がいわゆる党員の組織上における修

養である。

民主とり庁 これは――'）"}1'盾した概，心、あい3 し

かし， こ］）：砂Jの上，概、亡Jlt．この矛盾は t.9: ：こ客観的

事実の上での矛盾を反映している。党が矛盾の機構であ

ることを反映しているのである。党の民．し集中制は党且

と党，下級対上級，上級対下級の矛盾の関係を1丈映して

いる。 ←民」は手段であり，！［中が目的である！ ―-こ

のようた，ごいいま誤りで灰る，なぜなら， ：し）．Lつな占

い方は民主と集中の関係，民土と集中の矛盾の結合を説

明できないし，党の [i的が団結と統一であり，戦闘力を

強化す乃ことてあり，全19本(I)l[i集中制が枕・し・‘うこ

の目的を心成「る道であふここ豆説明できパ＼、からであ

る。民＝］＇こい：ハっても，あいは集中だけあパ―も，統

ーと団結を達成することはできない。統一とはたんなる

集中ではなく民i：的集中である。民主がなければ集中も

ないと Hll11こ集中がないれは lた，真の試． t，ありえ

なし ‘o

党員は党内にあって，中央委員，省委苫品あるいは

支部薔記であるとを間はず，かれはかならずはかの人と

関係を生ず名しここで上級ート級の関係を岱生するので

ある。 1、政は 1級に対し： IIt;Plしなけれは、91．，は＇．、，．し

かし， [11」11］に上た，上級を1畠粁 1なければIi.Ì9,｝ふ、（あら

ゆる党の領柚党の指導者はすべて党員の監付を受けな

ければならなし‘し， 1，」時にし‘かなる党はもすべて別の）、

を監督ず，；H1ド］がある）3 1 ，し｛り上級が~!]けれ 1」，やは

りそれを長ll]」する必要がt,,I)， これもまた臼1ズ，和る。

上級にふc:>1'）ば卜級を加‘iiiI, 1`・級0)私兄ことさ，民

上を実行し， どんなことが起こっても人々と相談し討論

しなければならない。下級が誤っていれば，やはりそれ

を是正しパ：ナllばなもなし 1 1 う］の左れと‘,＇ 1~ I !il係にあ

る同級糸il熾こ対しては， tii圧杓出，相互援）），相互観察，
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i、Iiり競争をす J ぎヽた L, Inl級が晶りを犯したならti, 1・・

級に対して謡見を提出すべきである。これを要約してい

えば，あいゆる党員は，党の立場に立って，現在の地位

を利用して，積極的作用を起こして自分と他の党は上

似卜級に対する間係を処理すべさてあり，適当ないいと

虹Iliして党内閾争を叫開すべき（あう 以上が党i.い囁l

織上における修養の基本的出発点である。

―~： 民上集中制の執行

入 集団指導ど l(J集中制

叫こ述べたように，党の組織機構U)具体形式は1し＿1-1
I贔てあり，党内には指導するものと指導されるものか

ある。しかし，党の指導とは集団的指導であり個人の指

導ではない。したがって，必ず民主がなければならぬし，

＇これあってはじめ〔染団的指吟が実現されうる，＇ 1しあ

/: }iぜならば集Ill柘峠とは全党(/)経験ど智力を1.L介し，

全党の最もよい意見と叶画を集めて一つの決議案， 占っ

の方針とすることであるからである。いかなる党員もす

へてかれの息：見を提出する機会をも，ており，こりして

党U)ー集団指導に参）JI!し，全党に対ずふ革命に対｝叫：I

炉□加する機公：［9 i, J ている(/)（あ応

li3J時に，指＃とは多IKi的，具体的なものであらした

がって，党の指導とは一般的な戦略・策略の確定以外に

），L『い〉そのほかいす、ての指導はす 、：具体的でふる

各祁りの具体的」．iiしり指導にはぐll, 9A Iそれ自体J)法則

性かある。だから，いろいろな方伽の共体的な指導者か

必要なのであり，具体的な指導のもとでの個人責任制が

必要なのである。しかしもちろん，いろいろな方面の具

体＇iりな指導は給合的な集団指導(!)一部てあり，一般『i，ど

1 （いるのて 1よ！ll指導と個）、C＇)直 f［は統一的なもい

である。

われわれの党の戦略と策略の方針はすでに確定してい

ズ' -れは全党同志(I)指さんがマ！し.cl.，＇、・レーニン i‘筏

い）＇），し本原則に基 J’｀ヽe,具体的に中II>1い社会を研究 L-C 

得，こ） 9！，たところし＇）且詞の結論で， tらな これはマルクく・

レー：シンi義の原理を中国において具体的に運用したも

のである（しかし， もしもまだ新しい意見をもっている

人がふるならば， i,二どうりそ四直見を提出しても上ろ

し、，、） これもしだ党い集団指導の恨褪である。

B 党内の民土集中制に対する恙った認識

l足主集中制の基本原則を理解することは容易である

が，これを実践の中で実行することは別のことである。

J,）し、t，れの経験と教，，）11：こしたがえtt1こ宵には非常に多く

(/)人々 が民上集中：IJlを哩解してし ‘I'ふv＇しことは明ら力 "C',v,
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る なピなら： llしー1{！合'1叫jII)，t、、の且本J原lll]は紐K、I(Iり， ふ党歴が紅＜．資格が低く，党内て高い名占がなけれ

無条件的なも U)であるからであるし，しかしながら非常に ばその人に服従しない大学生は中学生に服従せず，老

多くの人々 1よーれ乞iH対II]，条1，＇卜的なも (JJ,1こと心、 9て＼、 党litよ新党員に服従しなし、，これもまに個J叶こ服従する

る こしで党の組織に服従するごとではない。資格について

」)にくしの知l’’ ぐ<‘るかきりては，この人々が提出す 競争することは誤りで，仕事で競争すべきである，党員

る，f：件こし、うし）は＇ ,J，-d)しう t;t d) （ある，

ぷ→り種類 t, 多数， し級，中央が原則い上ぐまたは

政治の上で止確であるか否かと服従の条件とするも 0)で

あ~」） 9) ［~八し，止し、、認晶は，改見 ,r ）相灼ぷあ心場合こ

も党を分裂とせてnなら巳党を離れてはならず，あく

までも党の決とに服従しなければならなし、といりこと C

あ，：。［I -, !埋い少数者の側i：ぁこ，｝とこ△ ＼｀も少数れ

は多数に）j杖従し，貞埋でないものに）脹従し、糾織の上，

行動m」;(/）ー政ど'fるたけであらしかし，掠則上では

¥ ；より 11,9れの口見ii呆留し堅れしてふ， 9, Iた丈践止1

の中にあっては人々に次のように街げるのである、， 「大

多数が森っていても，わにしはやは）諸れに服仇する。

し、J,L, 19行札 ']}ji}．ふこ基）し‘、r i 14: !_,_'すろ J)は，以．J ズ＼，ヽ

心し失敗しなければならないものであることを｝tf明しな

ければなりない」と，）これが組織の」ーぐ大多数,-::ll艮従J

る，こし・ヽ ）ことこあ；） 、意見の中1.h生は定(l)¥Ii織'1り手紐さ

に従•ぺ長期的に解決すべきであら

弟2の種類は，仕事の他）J(l．）大小ともっ ()j杖vLの総'l・

と丁る．＇ I であ，，こ，•＇）よ＂！汀人々 Iむ欠＇）よりに". i,、まl-J

"_)まり，われわれは組織に服従してもよいし，上級に服

従 tす-,． Iこにし， I級は必｝能力い大きし、Jヽ＇・-なけれ

ば，．）．ら入し， し級いljりU郎があり，謡びう．1こく，文化程度

が邸くなけiしばならなし‘と J

1 かし i'砂｀；し•,, tiヽ｝1：1id)｝lt}JI})大小は本禎Iりには曲争り）

！卜翌見1)itるものであるしこのような拷え力はまった

く1連確である，，なぜなら，その人は組絹いを代衣してお

り、 ま＇ー、 iーか党し！詣導よ集団指導，:ある、／jヽ ら，各人It 

誠心咸慈その責任行を助け，指導機関を援助しなければ

ならないのてある。-うして，＂印に指導 iご参加する。

兌旦は且）カ(l,I]神と｝与たJl ば t•\・［な', IT)て！心

党内には英雄上義の在在を計さなし ‘u /rしlわれわれは

個人に服従ししいaのではなく，組織に服徒しこしる辺）

てもる 今 lI 克内り）をれ~＿れ］）党員Cr)地｛fぶよ封神榜（神

の配置を示すもの・・〗ボ注）のように，その配慣がすべて

;JI-，'Ijに込l;/Jている-,v‘うー＿とItこさき！1．いしかも幹訊似）

欠こと＼、う条竹の1八こあ）てにまだこのほかの力法も

ないのである，9

心3]種茂i,.，i資'i(i・(l・心格ヽ ',:-1肢従I条 l'Iとす,:,(l）又，い

はこざには非党幹部にすら服従しなければならない。

第 1の種類は，貞任者の組織上の地位の高低を服従の

条件とすることであるり上級の党部が派出した同必は下

級］）責任打に服従しないもちらん， l：級党部が派出し

に人は特殊の権力を持っているし，指示を与えることも

でさるし，下級党部のエ作を改造することすらでさる。

しぃ Iー可 一般的にいえば，上級の党責任者が下級党部に

参加したならば，下級党部に服従しなければならないの

でりる。県委か文部：ュ派迅した1nl志は，支部の恥囲内り

こし応らにつしこはK部U)決定に｝l艮従すべきである。し、

かなる党の領袖も党の組織内にあっては，党内の大多数

に）I屈従し，民土出中制に服従すると Vヽ う条件のもとにあ

っ：→ー，そし＇）人個人の指導を実行しなければならたい。ゎ

れわれの党内では個人の特潅というものはない。毛沢束

In恥は全党の抑＃者てあるが，かれは主た党に服従する

も9]）であな

第5の植類は，ある種の人は指導者の態度の好悪，自分

と州'9)よし、友人であるか否か，かつて自分と紛糾を生し

に：どがあるか否か、慈気投合できるか否かを服従の条

件としている。これらはすべて誤っている。すべて党の

指唸を破欺するもの，：ぁ／いわれわれはけ.)して弗度と

感情を服従の条件とするごとはできない。原則の把握が

よく， ものごとの処理がよければ，そい人り！卸度かよく

な、、J)を恐れる必要はなし、しわれわれは党にlj杖従L，中

央に服従し，真理に服従しているので，個人に服従して

いい）でitなし。どんな伯1人でもすべてわれわれが服礼

するには値しないのてある，マルクノヽ， レーニン，毛沢

東がものごとの処理がよく，かれらが真理を代表してい

るかりこそ，かれわれはかれに服従し Cいるのてある。

嬰するに， 切の条件的服従はすべて誤っており，無

条件的絶対的服従であるべきである。民主集中制の組織

脱且りと徹底的に執行しなければなられい0

c 二種類の例外情況と敏捷な命令の執行

組織上の絶対服従も以下の二種の恰んにおいては例外

的に処理ナベさである，9

（イ） 上級の資任者に反兌行為があることが発見された

とき（たとえは張国塙の反光）一マ→党員はそれに反対し，

中央を擁，iもす＇きてある，

7 I 
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（口） 上級組織あるいは資{f清が戻党主た，土ス 9、イii為

があることが発見されたときは（必ず訓拠がないiufな
らないが），責任をもって党中央に向け控訴し，中央が解

決すズのを待＇ゴねはなつなし・ L, I口］時iコ自分は警戒心と

高めなければ欠らない。

上級は党の指示と方針を執竹しそ(/)指導に服従す 0

には，敏捷であるべきであって，機械的であってはなら

なし。具体的冶況iC.基/'）いて決定すべさである。もしも

清祝力匂変化すれば方針を変えなけれはならないこと寸ら

ある 下級は指動性と自l：性がなけれ1『な已ず，敏lむこ
運用し，敏捷に上級の指示を執行しなければならない，．

こ］しこそ殷良げ）服従でもる。

三 党の上'r![，北の負f壬佑かしがに民主集中制の））A且1j
を執竹す名か

A 指導者の責任

確かに，党の指導とは集団的なものである。しかし，

大き□9っぱに少し話をすれば，それで皆の集団指唸が終ね

ったと V，りもりでばなし， ゃ：まり 1人か幾人かの人が直

接に指導の責任を負担しなければならないのである。指

導者の責任とは以下のようなものであるc

第 1, その）＂豆の具体忙況， 1 1分J-＂l負担している一部分

の什事の情況おこびこの一部分の仕；ドとその他の各祁

分の仕事との関係を詳しく知らなければならない

第 2, 兌の戦略戦術上の任務方針と路線を詳しく知

らた：ナれ：［な亡な '̀‘o ［して，党ど自分が且担してし心

::r::｛乍剖5F月（り中て実告しl'.iiナればtょ，＼な＇, C 

第 3, 時間と情況を適切に見積もり、中心の▲へi 環をし

っかりとつかみ，任務を提出し，計画を定め，そして前

途ーーもし任務が完成十れい，前逸はとう、―あるか，＇）；；

敗し↑こた「まだ前逹がビうてあろが一ーを指し示す。

第4，幹部を団結させ，幹部を教育し，幹部を配備さ

せることができなけれはならない。まず幹部に情況， J:
f乍方針およひ―|．作り前追を刈解させる ずげ），^ ,, 主ず

幹部iこどのよりにするかを坪解させ， f叫適切に幹部
を配備しなければならないのである。これこそ， も沢東

同必がし‘っている：：：ころの「出土息」 (-今足の考えとも

って）て行部を用｀るしいうことてあり，柘導者の責任

とはつ主 I）こ（／）ここである。

第 5, 検査し，督促し，経験をうけいれ．幹部と大衆

の息見をきき欠点を改止し，壮画を修止しなければなら

ぬ。

ら＇； 6, 清況い変化を', 9 かり：：士 t，え，｛i加進！化を

しっかりとらえ，適時に，組織と闘争方式を変化させ，

糾，ピiこlf1,,1•画をつくり，新たに幹部を配備するのであ
‘
j
 ，＇ 

)

/

 

B 指溝者の貝伽すべき条件

この標準に基づいてわれわれの指導者を検査すると，

和：li数召）もりはその原準に達してしるけれども， ・［た，

人部分いも（！）は標準に達してVなしのである，この標泄

に達しうるためには、以下のいくつかの条件を備えなけ

ればならなし ‘o

布1' 客観的て深刻な調査研究を必ずしなけれはなら

、'i．ヽ、。瀾査をせに研究をお一ーなわなければ，情況を則

解できないし，その地域の情況を理解でぎないし，かれ

のこの部分的工作と他の部分の工作との関係，およびか

れの-の部分の―I-．作が全部の工作の中で占めている位置

を哩解ずること{tでぎなし、

第2，党の戦略と策略，党の方釦と路線をむずHI!解し

なければならないし， これをその地域の情況と結びつけ

なければならないJ こして，この結臼は吝観的であり非

I観的でなければならなし、 すなわ丸， 1・1分の一部分(/)

~:c作の中で党の路線を執行するのでふる，

第 :3, 社会発展と革命運動の法則性についての知識を

必ず{1伯えていなければならない。これらの知識で主要な

も(/)は＇l:践U)中ズ会得される丸のである しかし，書物

の研究もももろん必＇炭であるしそれに］「確な方法、')

まり，マルクス・レーニン．出毅の知識と方法ー一弁証法

旦蘭え（いなければならない。

弟 4，自分を完全に党の立場の上に立たせすべての幹

部の模範とたり，原則上で幹部を説得し，幹部を団結さ

せ，幹部をよく知り，幹部がわれわれのところから援助

とうけ，方針をさずけられるようにしなければならない。

第 5, 責代を負うことを恐れなV精神を備えなけれけ

ならず，責任をとるごとを恐れず問題を鮒決し，占任を

負い，責任を負うことを恐れずに任務を提出し，計画を

・,'1:てなければならない。 Li乍に；まきもっ玉と気力がなけ

ればれらtc.‘。「一定の考んをもって幹部を用いよ 1 （二じ

沢東の汀業）ということが，以上述べたことのすべてを

包括しているc

C ¥、か：こ幹部をl廿結させるが

幹部と団結させるにあたって，中国民族の仏統，中囚

歴史発展の特殊性はすべてわれわれが注意せざるをえti
いものである。党の指導者は，幹部に対して兇悪であっ

；＇こり，皮松 jといた iJ' ）蒻情であグ」たりすることはでき

八い。こかばす内~ t＜！）` いことてある す＼て，幹部

の団結を破壊するものである 幹部に対しては寛大であ

72 
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るへぎ：あり，幹部を助い， 1/方げてはならず，幹部に i:｝

する態度はよくなければならないし，各種各様の人材を

うけ＼れるここがてきなけれ；tならな＼ヽ ‘

I) ，』との指酒者か幹部を111結させる(!）に iよ以卜‘＇碕、 9.li

に注意すべきである

((＼ 指導者 Ii 身 it各方曲にわいて模恥どなり， •:ti' 闇i)

模蝕と，忙る。.,1 i)，立場111L確でなければ＇ならだし、し，

学習と仕事は進歩しなければならず，行動は正道をゆか

ねif t;• し｀ ；なし・ヽ゚

（は1 柘導者it/1;tll'」の上マ， 息想のLーこり潅liと一致［て

いなければならない， しかし，理論の」・ーで， まに認識の

上ご，］作の上：―:t.幹部をし1「して＇、＇「卜．．ければ t;f.，ts, 

かれらど比ベーtり有能てれければな！｀れい、9

り 幹部を援助しなければならないし，かれらの仕事

を的If'ごはな t,l＇、一切 (1){I事を自分〔引き受けて；直

らに息、いき，ー、幹部に{I'iiをさせなければならだし、

（二） 幹部を愛護し，その長所を用いてその欠点を是：l|：

し（かれらが辿む左改めるりをたすけ）なしナればt[I.9な

い。翌化は真しをもち，ことj)らぬも(/),：なけれ：t九ら

ず，かれらを尊重しなければならない。

姐党の指導者党の上級は．党内の団糸↓と統一を達

成す．9：にめにい， j(主集中鼎l0以下の各肘則を執fi-i〈全

のに特別の注意を払うべきである。

第1．党の指導者，あるいは党の上級は自らまず大多

数に服仇しなじればなら§) 多数委員と多数党員にllfH足

するのである。

第2,指導機関は合法的に，生まれるべきであるじあ

るい訂心主的選午I.を通じて上級の批准を任て，あるしば

直接に上級が指疋して委任するのである。指導機関は所

属の党員に向かって定期の報告をなすべきであり，皆の

審査を受ける J 、ぎてある。

第 3:こ，党内において自山Jt判と討命を発揚させ，指

導機関の仕事を批判することを発揚させることに注意し

なIrれはならなし、

第 4：こ，下級祖載を尊重し，党員個人（！）t権利と職titを

尊重しなければならぬ。

第 3，原則の上て説得工作を多くするにぱ， 1"1，占に叶

する態度と方式iLtくなけれはならなしし同志の、在見

を虚心にきき，同志の意見を尊重しなければならない。

E 貞任者がl＼し］集中制帽詞に違又＾「るいく '),1)州）

表現

党内で各級の指導者の中で相当数の人々が上述の民．i：

集叫ii]刀諸豚則を執行でき t；し、し，まビ反対にi凡て

快行してし t9ているそれは以戸）訊った似向である。

第1種に属する人は，決議に服従し，多数に服従する

ということは，指導機関と党の責任者に対しては除外さ

れズいると灼えている かれらは決，義とは自分1[l身が壽

いたものであり，紀律や条規は自分自身が制定したもの

てふると思， Cいる。それだから， 1t1分は他人よりも一

級的 <,fl分は服従しなくてもよく｀、決行し）l杖従すべき

なのは下級であり，普通党員であり，党の指導機関，党

の賓任者は除外されてよいのであると考えるのである。

これは特権附級の思想てあり，民ith神に違｝又している。

わが党の内部ではどのような人物であってもみな特殊的

地位を要求することはできない，〕

第2種に属する人物は、それそれの党委員会の指導者

（たとえば書記）がもしある一つの測題の討論の中で多

数芍見に同意しない場合は，この党委員会の大多数に服

従しなくてもよく，自分て独断専行してもよし、と思って

いる。これは民主集中制の原則に違反している。

第3種に屈する人物は，下級党員大衆に指導機関の決

衣を討論させす、皆に発ばさせず，謡見を述へぷせない

し，下級が指導機関を批判することを許さない。

第 4種の人物は，下級に上級の威信を高めさせること

を＇梵求し， I級自身は 1‘‘級の威信を，lりめようとばしない

し， ド級を諄重しないそして，具体的仕事の中で過度

にド級に干渉し，下級が自己の威信をうち建てることが

てさなくさせ，仕事を進められなくしている

弟 5種の人物は，党がかれに資任ある地位をあたえ，

かれに指導の権利をあたえることを要求し，あるいはか

れに指導者i9日称させることを要求している、 これも完

全に誤った咎点である。 ttc命の隊伍の中の指悴者どは，

大衆闘争の中で，革命運動の中で鍛錬され，創造される

tいである，現伍，われわれの多くの指導者はまだ法律

I9(/）指導者にすぎず，いttこ，真(/)民衆の指淋者になっ

てはいないのである。

最後に，胆度がよくなく，忍耐心がなく，多くの方式

を）廿いてしろいろの違）に幹部に応対せず，常にi！令部の

不満を引き起こしている若干の指導者がいる。

l’~ 以下の情況と条件のもとにおいては，党員が規律

を守る精神があるかないかが蔽もよくわかる

第 1，指導者が政治上，文化上，能力上，資格上にお

ぃ：：すべてあなたに及ばないとき，あなたはその人に服

孤すべきたし，また，その人を助けるべきである

第 2，指導者が，または多数の党委が誤りを生じたと

ぎあなたはやはりそれに服従し、多数に服従し，並び
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に自分の、も見を悧保し上級に対して•!j紺義と提出でさる J

第 3，あなたが上級と｝原則」：：の分岐があり，、も見の上

での論争があるときは，あなたはやはり組織に1l杖従でさ，

上級を諒重できな党内に各種の厳重な息想闘争が発生

I_. 各種の誤った息想を i,,9、(’）八、ピ t'，だ惑するとき，

いJ ；｝二，t, 止道を1竪持でぎ， iii '_ |nlfl'しなし、 9

9[, 1，あなたが，かつ〈 V)、Ii,99こi-I<{| lたことがあ

，）． ： 1,＋［たに対して私怨〗｛， 、ーし、 ‘’919］しと一祁にし、る

しこ，困難と危険にみまわれ―＜し、J...:さ＇にあ，て，かれ

を保護し，援助し，「以iも報怨」を実行できる．

第 5, あなたが最も困難な，最も危険なとき， さらに

は自分の生命を仰成にさらされているときでも，厳格に

紀律を守ることができる、，それこそよい党員である，9

1; )、I， ドの梢況と条件0)；}、こごは，，｝直たが正確な指

心＿’[＇発揮できる= !:: ! ‘一し -tよく／J［明できる

，4 ! ` 大多数が政治原則1) | - -“¥,t 、ヽ II’’いており，あ

，＇，，ビい］）氏則を昭持でき， ［だ、 ）、も数午 99¥し！得し，；．］・:1じさせ

：ここ・カやできるとき，

第 2, あなたが一・クの新し 9ヽ ーエ作地区にし、 9 9 1卜こが， 1‘・ 

級があなたに対してt，粕がなく，あなたが指達の上で，

工作の中で， 1以作の中で自分の威佑を打ち建て，かれら

(/）に禎を獲得したとさ）

第，i, 卜級とその他のI叫しがい八，1-ーこ批判 L, あなた

: r l人、けしたとき（かれらf,1,11確でふ：9'-古とを11¥lわず），

t','いこ1心かれらを理解でぎ心11';てぎる

IL 1，あなたの所在地り三 克叫織が散没であ

り叫1'バ弛緩してし｀ると¥,あ八，ビ：jil国を整理し，規

律と秩）：｝を樹立できる。

第5, あなたの指導ドにとても軽薄でうるどし、人物が

おり，あなたがその人物を指導して仕巾をさせるとき，

ある不服従の人物に対して，あなたがその人と指導する

}」策をもち，その人にちを説得し教育でぎる J

ゎI)｀ あなたの指蒋ト・＿＇），こ、 ]1(;1り］,.')し作の1|iで1く真1lii

ii；こflドをする人がいなヽ‘

II 指導をおこなうに-_;し、：・ (I ヽヽ ＇＇J、の模範例

ー＿．）渇分では， 1871年｝、 IJ • : J 、L .一＿＂におけるマル

クスの態度， レーニンが党内において少数派とな')た時

期の態度，劉’J/，心it,1身が中共成立の初期におしで労働述

動を指溝していた際， ストライキの始非間閣でとー）た態

度を引用して，」もj集中：IiりのJ)料IJが説明されているが省

略する。

I）し1 |希望」と「強制」リ）1五

化州と強制とは矛盾しいも］• しし）、，；，l)；， まに詞時にそ
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れは統されにものである J 希当れは強制であり，強制は

希州である t，わが党内においてぱ，この1/il題に対して1リj

確でな'(ヽ ／こめに， しばしば多くの紛糾が発生して V、な

Inl心の仕・,hを面分するときには，党の組織部分叫栢鉢行

i t二A，亡い叫叫に注狐しなけれi［なら f［し あ9，・）ときは

付祁1、I身かしこくなくても，客観的にはJI',,；［に、ピ要であ

., i ! 1, ＜，tr勺こともあろうc党か{I'|i．とり1'iじず心には，

し，l (しこし＇）化 U本人が希招するか古かとたけ｝うえるこ

I }））. ¥- •I ` ，、，＜し）かの強制をf!』）,[： ｝,！し＼t/(,・)なし、し

先進的な党ははil.1位配分するときに当にっては，希

望するか否か， うれしし、か否かとし、うことを1月題としな

し、。{I事は客観的要求に従って決定すべきであって，上観

的な/1頒望と輿味から決定することはできない。 「{Lボが

中＇攻、』りるか， ffか」を言うべきてあ ，:, 1・1りか希望す

9:，I9,＇If !)、を，，うべきではな¥ヽ ， J)L ;吊命にし て必要

＼，i'，1:、小辿ぐある仕事は， i．i ì9かtiしーとし， iこ＇いく必要

l/i 9,t）ノ，＇，！i.らit, 1•I らそれをなしにゆく、さてわり，かつま

; : 'I見',;il ，こ•これをなすべきて古）i， 1い］と弧Iilとは．イ’

h]の中にも1,;J一性をも…ているもの（相反相成）であり，

和1,id)統—•である，布望と強制は自＇iもの基礎の上に統—、 9

ぷれるも(/)である。目詑がなければ強制となるのである J

党員の I’！覚性が向けれは，仕事に対する謡欲も生まれ，

伽 IiIIIV茂．わ灼咸少する，仕中も容 ':}}i:I」!』・|Jろし，仕上

i i,・，二［も＇谷，'，}である。要するに，＇［む）｛ l，hi i仏範な党

しi,9)| ：応IIIU)）it礎の上にうち建てI[しr,｛L9 t,1L'-) Iliーし‘り

ii. 1・1111 _i:心然

八にし 〈は党の紀律と恐れ， 此内にはし、,c+自由

となることを恐れ，それ故党に参加しないc 既に党には

ぃ＇，ている li;J志のII-1でもある人たちは，党がかれらに自

廿Iとりえることを要求している。これらはすべてプチフ

ル的， l．観的な日由の没好である。このような自由とは

実際上は実現することのできないものであり，客観上に

」iし、(it 1,l HI であることのでき紅し•も 0)てある，エンゲ

9l, 9 ; t, i今，てし‘ら 「H由とは必烈月に対する，迅識であ

るJと I励 '1井）自由とは存在しない0)てある，客観的法

且'jにh[，〈・い動してこそ自由があい）ー（あ 9 ，て，そうで

なければH由ではない。われわれ共産党員は唯物弁証法

を把握しているので，必然性を認識することができる，＼

より多くの必然性を品識すればより多くの自由をもつこ

とになるのである。われわれは社会発成の法則性と必然

性に依拠して革命を行なっているのであるから自由であ

,r Lt"し1n]ぷの『論持久戦』且に期抗戦の必然性とそ

リ）］、い］と杷握しており，われわかはこり広則を開解でき，
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か，，）`＇ここの砂、以 1!,こ従 9-： i)、八＇，てし．，’, それ故：こ II I:lI 

であなわれわれJ｛直命者は必然的に実現しうるllJ能性に

対 1-’：ょ，努！） ．：これ~· ;~.\なけか； ［八らなし L. 実

現［さない ilJ介し＇「Lしに対．、：に こ;jlこ！，してIt,}卜＇へ， ti

ぃ，箪命運動は必然性と付するものである しかし` l． 

槻白[it,ji力性を否'IL•1るこし i t'やきなし ！馘的能軌i‘'Iは

歴史応1虹l)客観11!］よ則性ビ釘えるこ二： l (きなし、：日＇ど

も、 しかし， l;観的努））は北命0)成功をり［めることがで

き． ＼＇噌i(/）過片'ti爛し，内＇「命闘争い中における 1代1'1を

減I/)3こと］，〈ぎる、， ＇'./L,'如 i：糾I『Iり叱動ヤl.t l、9'：：非

常に必要なものである J

，＇＜ 党の幹：9:I（政1とと幹詞．り党に対すヅ:1炉殷

凍＇よ： j,;J志はい）こ延安＜心り幹部政：iいこつい＼ :'iいを

行なった（陳は『恙様倣・“-il.具性党は』． 1939年5J] JO 

II 左指すと忍われな•--，灼主） これは非‘，対によ V講詰

でもる:・りで， i,ビくしは，こ、9i以上い ，沢注）．こーで

は詳しくは述べないJ しかし，この報街をllflV、に19ij必I})

うちのあ 0もりは 仕＇トの配分のときに， もうあてつけ

が lヽ［ 幹部政',.ii，こ II実し＇，文けて糾条化')『 IC分に）l枝且［な

し、も(/)がある，これは完全に，多くのIIij志が幹部政策に

対して誤っに埋解をしており，党の幹部政策を晶解して，

幹訃；い党に、：1)J政策こ 、9ヽ る'-! ）いらうり4しにし、

る、これは完玉に 1川的機械IIく）理解であ勾，

党の幹部に対する政策とは，党は本＇員 l[lりに幹部を埋解

し，ILI t,｝しばな，．9'，幹部を菱殺し，適切しこ収令部を化'1jI、,

辛抱強く幹部と助け，幹部に対しては貞心をも')i. |i慈し，

だてせず，常に幹部の意見ときかねばならな＼・、とし、うこ

と，：：、ふこい：t店の幹詞こ対する政棗＼あり， ［ ［：：. 

1itiであ::,0 そ--C)月の可J.llとil，党且，：ii部がしし） ！、う

に党に対さねばならないか，党に対する態度はどうであ

ら．il; tならな'{ I'．l，どし‘う―ーこであり， ．二 41も非9i『iこif，.要

なここー→ある，J め01Iil志か崩i'晶を管列｝＇）とき， ihf噴

とな→て幹部に対するとき，あるいはまた反対に，かれ

が如、こ K.iするとぎ，上級l．こ灯jるとさに4Jいてit、この

幹，ii；政策を逆恥-入七ては八↓99 9ナし、し、．， 1,1'；jい党内じJ3;Iる

地位と上下級に対する関係を忘れてはならない。あなに

が上級であり，州講を管J11'す，，＇，ときじ： ：、幹部し1)心見を

多く〔卜；め，幹i沿政策の執臼：こ，く注むしなけれ；□,・,な

し、。あなにが卜級であり，党が配分をおこなうとさには

値う‘匁したり [I.）ぐ，よく））及従し，配分r--｛ ！せ心ヽ ：‘，ぎぐあ

る，このよう，こしてこそ党 1,1が上級ど 1、成は統•これ，

幹部政策はd確に執行されるのである

し 工農幹訊二 ];ii識分ー］＇屑祁，あ；：し，ウ名幹部と祈幹

部の間が')|!¥J迎

9,＼＼命と党の利益のために，ーじ農幹部と知識分―f•幹部が

片；按に団糸，＼j-ることを疫求するcl、IIl[tこ磨擦ピ起こさず，

l•I 直に疎沖＇ーパらず，礼［外部と宅幹部を相恥こ助け合i)

させなければならず， 「エ農幹部と知識分―f化させ，｝;11

識分f幹部を ~Iこ農群米化＇させたければな r,t-L'く＼，これ

i iも中央C!）．l、ローガ` ンて（＇）る。エ農幹部は K!Ulい革命l判

争いぶ錬を経ており，豊I;｛な実際経験をもっている，し

か1，文化水準が低く．］宮大なごとがらが見えtバ‘し，

?iいこ狭溢な紆験論を4t'l．しやすい 月識分子：t文化程度

が贔＜桔熱I'•Iりであり，活気にあふれており，遠大な巾：柄

ヤ1，しわた1―ことがでぎる しかし実院の経験が不足して

..,9ヽ； I, 厳」I'．ばりに命闘争0)，式錬を糸t＼ーし、なし＇‘o 0c) Lはかjし

らビ）大多数がすべてプチプルジョアジーの出身であり，

i観的な諮大性とも＇，ており， しばしば実践の背義につ

＼ゞ‘ご0)i料Iiiか1屯足しに＼＇るから Cふる。エ農幹祁と知識

分（幹部を統一させ，互助に援助させ，杖方の弱、点を互

いに理解臼せ，互いに姑止して，蛉所は互いに学習する

、ぎてあ；， 知識分[;tL農幹部り久化の｛氏＼ヽ、ことを柑

視することはできず， 1農幹部は知識分子の経験のない

ことや，牢語の多いことを軽視すべきではない。

岐後に， 9!，たくしい詞必諸枯じし、くつかかこ二を告い

に1ィ＼党内にあっては，およそ誠実で素直な真111.1|」な人

物は， i立後にあた＇，て必ずや失敗することはありえない D

リ、I危党員it;i',：しみを加に応しみを佼にすべきてある。こ

れはまた，抱舜の「天下の憂に先んして憂え，大ドの楽

しみに後れて楽しむ」の精神である，，多くの人々は軽薄

＜．＇うことなさかず， 1直画liて， もっぱr,．-)}：く立屈

ることを招えヽいら手か非常に比く，どんなことでも

みなかき乱すことができ，至る所で面—:fをえようとし，

').tし、ヽ 汁を吸う。こ(!)I:: うな人け贔 i¼:には検 iとされね ii 

Iトいないし， 1員をしなければならなし、。その上うな場l[lI

に±·.•ても懸命に働く人はすべて誠実な人物であり，現

{L'わ々損をしても最餃には成功するものである，人々it

、ピ＇「あなにがいぃ詞じて払ることを知るのて［）い。われ

われの党員はよいことを学ばねばならず，悪いことを学

んではな，•， l.~i し、 99

ずべてか党員は上述t1)ことに！！札して修養し 1人の正統

派の人物となり，党内において積極的作用を果たさなけ

ればならない，このしうにして，党は団結し統てきる

し＇）さあり ～つのよい党を建設でざ革命の勝利を保障て

きろのである。

（謁直研究；il凍アンア調直五 徳 ill教之）

7う
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